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R2Tl, (R:rareearth,T:Co,Fe)はRとTの2つのsublatticeから成るeasy-plane型

ferri磁性休であるJ｡結晶構造はTh之Nil, 型のhexagonalであるが､ 占面内に磁場をかけ

た時には､面内にrareearthの 6次の異方性があるために強磁場によってferrimagnetic

な滋気構造に変化がおこる｡そのため､ C面内 easy-axis方向に磁場をかけたときも羊は

3段のステップ磁化過程を示 し､ C面内hard-axis方向に磁場をかけたときには 2段のス

テップ磁化になるだろうと考えられる｡今回我 Dy2Co17(H′/ecsy-OXis)

々はAmsterdam大でtri-arcczochralski法に

よって作製されたR2Tl, 単結晶を用い､阪大強

滋場施設において ? 面内に50Tから60Tまで

の強磁場を印加 して､4.2R にて磁化を測定 し

た｡DyZCo., 川//C面内easy-axis)では､30T

において磁化曲線に大きな変化が観測された｡

また､Er2Fe17 (H//C面内hard-axis)では､

44Tに同様に変化が見られた｡R,Tのそれぞ

れのsublatticeのモーメントの大きさと､ R､

T間の交換相互作用､ C面内の6次の異方性を

適当な fittingparameterとして強磁場磁化

過程の解析を行 うと､いずれの磁化過程 も我々
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のtyo-sublatticemodelによってかなりよく説 ~ o

明できることがわかった｡
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